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 わが国の農村地域における人材育成・人材活用に係る施策について 
 

                                 田端 朗子 
  

 本報告書では，6 次産業化に関連する海外類似政策の分析から，多様な主体間を調整

するコーディネート機能を有するリーダー的人材の重要性が示唆された。また，井上が

序章で指摘したように「現在の日本では「組織的」イノベーションを遂行すること」が

重要である（井上［1］）」と考えられる。今後，コーディネート機能の強化による地域

全体や異業種との連携を通じて，農村地域において新たな組織が形成され，それにより

社会・経済的なイノベーションが促進されることが期待される。このため，コーディネ

ート機能を有するリーダー的人材をはじめとする人材育成・人材活用を図ることが重要

な鍵を握る。 

 他方，近年，地域の活性化に向けて人材を育成する施策が展開されている（第 1 表）。 

 これらをいくつかの視点で分類してみると，一つは，地域にもともといる人材を育成

するもの（地域人材育成型）と外部から人材を導き入れるもの（外部人材活用型）に分

けられる。また，個々の人材そのものの能力向上を目指すもの（人材育成型）と，それ

に加えて人材育成の拠点の形成を図るもの（拠点形成型）がある。さらには，実施主体

も地方自治体，民間団体，大学等の研究機関等およびそれらの連携による共同と多様で

ある。 

 ここでは 2 つの施策について簡単に言及する。一つは，外部人材活用型である総務省

の「地域おこし協力隊」である。「地域おこし協力隊」は地域の活性化を目的に平成 21

年度に創設された。協力隊員は，1 人あたり年間 400 万円の報酬で概ね 1 年以上 3 年程

度の任期を地域おこしの支援，都市との交流事業，住民の生活支援，農林水産業への従

事等をしながら地域で過ごす。当初 89 人（1 県 30 市町村）だった協力隊員は，平成 24

年度には 617 人（3 府県 204 市町村）に増えている。その 8 割が 20，30 代の若者である

（2）。平成 23 年度に任期を終了した隊員 100 名のうち 67 名が地域に定住しているとい

う（小田切［2］）。 

 外部者としての視点を持ちながら，農山村地域で経験を積み，任期終了後に地域に定

住しようとしている元隊員は農村における社会・経済的な革新を誘発し，担っていく貴

重な人材である。現在，少なくない人数が農村地域で定住を模索している状況であるこ

とから，こうした人材の中から農村地域におけるコーディネート機能を有するリーダー

的人材が育成されることも考えられる。 

 もう一つは，人材育成の拠点形成を目指すものである。文部科学省の「地域再生人材

創出拠点の形成」は，「大学」を核に地元自治体や地域機関をネットワーク化すること

で「地域の知の拠点」を形成し，多様な人材を創出するシステムを構築することを政策
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目的としている。地域が連携する仕組みをつくりそこでの経験が大学を中心に蓄積され

るシステムの構築を目指しているのである。地域おこし協力隊のように農村地域で核と

なり得る人材の資質・能力の向上は必要である。加えて，こうした「拠点」や「ネット

ワークの形成」を通して地域に情報やノウハウが蓄積され，そうした中でリーダーシッ

プ能力やコーディネート能力の高い人材が実践を通して育成されること，そうした「拠

点」や「仕組み」つくりも求められていると考える。 

 なお，第 2 表において海外における農村イノベーション政策について国別に取りまと

めた。 

 

（注） 

（1）第 1 表において文部科学省所管となっている「地域イノベーション戦略プログラム」は，文部科

学省，経済産業省，農林水産省が役割分担を明確にした上で連携している。 

（2）総務省地域力創造グループ 地域自立応援課人材力活性化・連携交流室による「平成 24 年度地域

おこし協力隊設置状況」参照（http://www.soumu.go.jp/main_content/000215632.pdf）。 隊員の報償等に

ついては平成 24 年度からそれまでの 1 人あたり年間 350 万円から年間 400 万円に引き上げられた。 
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て
提

案
公

募
方

式
に
よ
り
研

究
資

金
を
提

供
）
。

・
コ
ー
ス
別

に
対

象
者

、
目

的
（
育

成
人

材
）

を
絞

り
込

ん
で
い
る
。

・
受

講
後

、
受

講
生

に
よ
る
自
主
的
な
取
組
に

発
展
し
て
い
る
例
も
あ

る
。

・
持

続
可

能
な
取

組
と

す
る
た
め
に
、
地
域
の

ス
テ
ー
ジ
の

違
い
に

留
意

し
て
対

応
。

・
「
地
域
人
材
ネ
ッ
」

ト
に
民

間
専

門
家

（
2
3
8
名

）
、
先

進
市

町
村

職
員

・
組

織
（
2
1
名

・
1
3
組

織
）

計
2
7
2
名

を
登

録
（
平

成
2
5
年

5
月

現
在

）

・
平

成
2
4
年

度
3
府

県
2
0
4
市

町
村

6
1
7
人

・
2
0
，
3
0
代

が
8
割

・
平

成
2
3
年

度
任

期
終
了
の
う
ち
約
7

割
が

定
住

・
平

成
2
4
年

度
専

任
6
9
4
人

・
自

治
会

長
等

と
の
兼
務
　
約

3
,5
0
0
人

・
6
0
歳

以
上

が
専
任
で
5
割

、
兼

任
で
6
割

※
各

省
庁

の
Ｈ
Ｐ
資

料
か

ら
作

成
。

担
当

課
食

料
産

業
局

農
村

振
興

局

第
1
表
（
続
き
）
　
わ
が
国
の
農
村
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
・
人
材
活
用
に
係
る
施
策

所
管

省
庁

農
林

水
産

省
文

部
科

学
省

総
務

省

都
市

住
民

が
地

域
で

生
活

し
、
地

域
協

力
活
動
に
従
事

集
落

点
検

の
実

施
、
住

民
間

で
の

集
落
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
話
し
合

い
促

進
、
行

政
と

の
話
し
合
い
実

施
、
そ
の

結
果

必
要

と
認

め
ら
れ

る
施

策
の

実
施

具
体

的
な
内

容

新
事

業
創

出
人

材
育

成
プ
ロ
グ

ラ
ム
シ
ラ
バ

ス
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.6
ji-

bi
z.
jp
/
ky
o
za
i/
D
_0
0
1
_s
yl
la
bu
s

_v
6
3
.p
df

「
農

村
地

域
力

発
揮

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推

進
対

策
」

厚
労

省
・
文

科
省

・
国

交
省

と
の

連
携

の
下

、
健

康
、
教

育
、
観

光
等

の
専

門
家

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
都

市
人

材
等

を
活

用
す
る
た
め

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
専

門
家

人
材

の
派

遣
・
活

用
、

ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
情
報
提

供

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
も
の

づ
く
り
ビ
ジ

ネ
ス
地

域
創

成
塾

」
　
高

品
質

な
地

域
の

ブ
ラ
ン
ド
商

品
づ
く

り
の

で
き
る
地

域
の

リ
ー
ダ
ー

的
人

材
を
養

成
す
る
。
社

会
人

を
対

象
と
し
、
養

成
機

関
２

年
で
事

業
化

・
商

品
化

を
目

指
す
実

践
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提

供

・
森

林
バ

イ
オ
マ
ス
の

循
環

型
利

活
用

の
実

践
と
森

林
管

理
の

最
適

化
・
地

域
資

源
を
活

用
し
た
健

康
産

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
革
新
的
膜
工
学
を
核
と
し
た

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出

な
ど

・
農
林
漁
業
分
野
ノ
ウ
ハ

ウ
取
得
強
化
コ
ー
ス
（
商

工
・
サ

ー
ビ
ス
分

野
の

事
業

者
対

象
）

・
農

林
漁

業
の

生
産

性
向

上
商

品
開

発
促

進
コ
ー
ス

（
ＩＴ
業

者
や

機
械

・
器

具
製

造
業

者
対

象
）

・
農
商
工
連
携
に
よ
り
開

発
し
た
商
品
等
の
販
売
力

強
化
コ
ー
ス

・
桑

の
葉

を
用

い
た
特

産
品
開
発
に
よ
る
地
域
づ
く

り
（
八

戸
市

）
・
地

域
力

創
造

人
材

育
成

支
援

（
三

好
市

）
・
「
農

」
と
「
食

」
を
つ
な
ぐ

地
産

地
消

ビ
ジ
ネ
ス
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
川

越
市

）

市
町

村
が

、
地

域
力

創
造

の
た
め
の

外
部

専
門

家
（
地

域
人

材
ネ
ッ
ト
登

録
者

）
を
年

度
内
に
延
べ
1
0
日

以
上

活
用

主
な
取

組
内

容

平
成
2
2
～

2
3
年
度
に
開
発
し

た
、
新

事
業

創
出

の
際

の
基

本
知

識
を
学

習
す
る
「
新

事
業

創
出

人
材

育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

活
用

し
た
人

材
育

成
を
行

う
と

と
も
に
、
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

全
国

の
大

学
や

企
業

等
へ

の
普

及

①
「
食

」
を
活

用
し
た
手

作
り
活

動
の

展
開

②
「
農
」
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り

③
人
と
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
「
農
村
地

域
力
発
揮
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進

対
策

」
④

活
用

拠
点

施
設

等
の

補
修

等

・
農

林
水

産
・
食

品
産

業
分

野
の
研
究
に
関
わ
る
専
門

家
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
全

国
に
駐

在
さ
せ

、
研

究
シ
ー
ズ
の

発
掘

、
共

同
研

究
グ
ル
ー
プ
の
形
成
等
の

支
援

を
実

施
・
知

的
財

産
の

戦
略

的
活

用
な
ど
技

術
経

営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）

的
視

点
の

導
入

を
支

援
す

る
専

門
家

を
含

む
多

様
な

分
野

の
専

門
家

を
非

常
勤

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

委
嘱

し
、
共

同
研

究
課

題
へ

の
異

分
野

機
関

・
企

業
の

参
加

を
促

進

・
ワ
イ
ン
人

材
生

涯
養

成
拠

点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

か
ご
し
ま
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ

デ
ミ
ー

・
「
多

文
化

共
生

推
進

士
」
養

成
ユ
ニ
ッ
ト

・
里

山
野

生
鳥

獣
管

理
技

術
者

養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど

注
記

・
あ
わ

せ
て
「
農

林
水

産
・
食

品
産

業
分

野
に

お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
人

材
育

成
研

修
」
を

実
施

・
「
大

学
」
を
核

に
地

域
機

関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

・
経

験
が

地
域

に
蓄

積
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム

事
業

名
新

事
業

創
出

人
材

育
成

事
業

農
村

地
域

力
発

揮
総

合
対

策
（
H
2
5
新

規
）

地
域

に
お
け
る
産

学
連

携
支

援
事

業
(委

託
事

業
）

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成

農
林

水
産

技
術

会
議

科
技

術
・
学

術
政

策
局

－142－



Ｅ
Ｕ

Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｒ

事
業

競
争

力
拠

点
農

村
優

良
拠

点
企

業
の

房
味

の
景

勝
地

国
家

食
品

ク
ラ

ス
タ

ー
地

域
戦

略
食

品
事

業
農

産
物

加
工

・
起

業
支

援
事

業

目
的

地
域

住
民

主
体

、
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
、

地
域

資
源

活
用

に
よ

る
農

村
の

活
性

化

産
業

の
競

争
力

強
化

の
た

め
研

究
開

発
主

導
型

の
ク

ラ
ス

タ
ー

の
育

成

農
村

の
活

性
化

競
争

力
拠

点
政

策
の

補
完

(市
場

に
近

い
起

業
活

動
の

支
援

）

地
域

の
農

業
特

産
品

を
核

に
し

て
環

境
、

景
観

、
文

化
等

を
活

用
し

た
多

様
な

取
組

み
を

支
援

3
5
8
h
aの

団
地

に
食

品
産

業
、

研
究

開
発

機
関

等
を

集
積

さ
せ

、
輸

出
を

促
進

地
域

農
業

の
６

次
産

業
化

農
漁

者
に

よ
る

農
産

物
加

工
、

企
業

の
促

進

導
入

時
期

1
9
9
1
年

2
0
0
4
年

9
月

2
0
0
6
年

5
月

2
0
0
9
年

9
月

1
9
9
6
年

2
0
0
9
年

2
0
0
5
年

2
0
0
6
年

担
当

部
署

加
盟

国
に

よ
っ

て
異

な
る

国
土

整
備

振
興

省
際

委
員

会
国

土
整

備
振

興
省

際
委

員
会

国
土

整
備

振
興

省
際

委
員

会
農

業
省

、
文

化
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

省
、

環
境

省
、

観
光

担
当

省
農

林
水

産
食

品
部

農
林

水
産

食
品

部
農

村
振

興
庁

直
近

認
定

数
E
U

-
2
5
で

2
,1

5
5
の

L
A

G
s

（
2
0
1
0
年

）
7
1
(累

計
）

（
う

ち
農

業
省

所
管

1
2
）

第
２

世
代

2
6
3

(う
ち

地
域

農
業

振
興

4
4
、

直
売

１
８

、
木

材
エ

ネ
ル

ギ
ー

2
4
）

第
２

回
採

択
　

8
4

(う
ち

農
業

食
品

、
水

産
業

1
7
％

）

7
5
(2

0
0
4
年

）
、

現
在

1
0
0
ほ

ど
-

6
7
カ

所
（
2
0
1
2
年

8
月

現
在

）
2
0
1
6
年

ま
で

1
0
0
カ

所
目

標

・
農

家
起

業
支

援
：
1
5
6

・
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

：
7
4

・
農

産
物

加
工

セ
ン

タ
ー

：
1
2

対
象

範
囲

農
村

地
域

中
心

都
市

地
域

中
心

人
口

３
万

人
以

上
の

都
市

区
域

外
側

に
位

置
す

る
農

村
再

活
性

化
地

域
地

域
指

定
無

し
農

村
地

域
中

心
国

内
の

１
か

所
（
3
5
8
h
aの

団
地

）
農

村
地

域
中

心
農

漁
村

地
域

の
個

別
農

家
、

農
家

組
織

主
な

取
組

主
体

ロ
ー

カ
ル

・
ア

ク
シ

ョ
ン

・
グ

ル
ー

プ
（
Ｌ

A
G

)
（
住

民
（
農

家
、

非
農

家
）
、

N
P

O
、

経
済

界
、

行
政

等
か

ら
構

成
さ

れ
る

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

）

企
業

、
研

究
機

関
、

大
学

等
の

高
等

教
育

機
関

、
地

方
政

府

市
町

村
連

合
公

共
機

関
E
P

C
I(
4
6
%
)広

域
市

町
村

連
合

P
ay

s 
(3

0
%
)　

自
然

公
園

(5
%
)、

リ
ー

ダ
ー

G
A

L
(4

%
)、

県
6
%
、

N
P

O
(8

%
)

企
業

、
研

究
機

関
農

業
団

体
、

観
光

業
者

、
地

方
公

共
団

体
食

品
企

業
、

研
究

機
関

、
大

学

自
治

体
の

長
、

地
域

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
事

業
団

（
農

業
者

、
食

品
企

業
、

大
学

等
で

構
成

）

市
郡

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

＋
道

農
業

技
術

院

実
行

牽
引

役

・
意

思
決

定
機

関
（
L
A

G
）

・
Ｌ

Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｅ

Ｒ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

（
独

バ
イ

エ
ル

ン
州

農
林

省
職

員
）

・
リ

ー
ジ

ョ
ナ

ル
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
（
雇

用
人

材
）

・
理

事
会

（
取

り
組

み
主

体
の

代
表

）
・
事

務
局

（
雇

用
職

員
）

地
方

公
共

団
体

（
広

域
行

政
圏

な
ど

）
地

方
公

共
団

体
と

企
業

か
ら

な
る

団
体

地
方

公
共

団
体

（
と

り
わ

け
観

光
部

局
）

中
央

政
府

（
農

林
水

産
食

品
部

）
＋

自
治

体
（
全

羅
北

道
、

益
山

市
）
で

構
成

さ
れ

る
「
国

家
食

品
ク

ラ
ス

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

」

産
・
学

・
官

・
研

が
参

加
す

る
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

団
（
リ

ー
ダ

ー
組

織
）

市
郡

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

の
普

及
員

＋
事

業
参

加
農

家

主
な

取
組

内
容

（
支

援
対

象
）

農
村

振
興

に
資

す
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
的

事
業

（
観

光
，

施
設

整
備

，
地

場
産

品
の

加
工

・
販

売
等

）

・
研

究
開

発
・
人

材
育

成

・
農

業
振

興
の

他
、

木
質

エ
ネ

ル
ギ

ー
振

興
、

高
齢

者
や

乳
幼

児
の

受
け

入
れ

施
設

の
整

備
な

ど

研
究

開
発

、
人

材
育

成
景

観
整

備
、

ツ
ー

リ
ズ

ム
施

設
整

備

団
地

イ
ン

フ
ラ

整
備

、
企

業
連

携
、

輸
出

に
対

す
る

支
援

体
制

の
構

築
（
R

＆
D

セ
ン

タ
ー

、
輸

出
関

連
の

設
備

支
援

等
）

地
域

特
産

物
の

加
工

、
地

域
共

同
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

、
施

設
整

備
、

観
光

事
業

等

地
域

農
産

物
の

加
工

・
商

品
開

発
、

ビ
ジ

ネ
ス

化

地
域

選
定

方
式

企
画

入
札

方
式

企
画

入
札

方
式

企
画

入
札

方
式

企
画

入
札

方
式

企
画

入
札

方
式

政
府

決
定

企
画

入
札

方
式

企
画

入
札

方
式

地
域

認
定

要
件

L
A

G
が

定
め

た
エ

リ
ア

を
地

域
と

す
る

・
当

該
産

業
の

市
場

規
模

と
シ

エ
ア

・
研

究
開

発
能

力
・
参

加
大

学
・
研

究
機

関
の

優
秀

性
・
地

域
へ

の
経

済
振

興
戦

略

農
村

再
活

性
化

地
帯

Z
R

R
（
人

口
3
万

人
以

上
の

都
市

区
域

に
隣

接
し

て
い

な
い

こ
と

）
地

域
指

定
無

し
地

域
特

産
品

の
存

在
、

当
該

産
品

と
関

連
し

た
景

観
の

良
さ

公
募

に
よ

る
選

定
・
地

域
特

化
性

・
事

業
の

実
現

可
能

性
地

域
固

有
性

が
あ

る
特

産
物

で
あ

る
こ

と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
用

基
準

セ
ク

タ
ー

を
越

え
た

連
携

，
イ

ノ
ベ

ー
テ

ィ
ブ

で
パ

イ
ロ

ッ
ト

的
な

雇
用

創
出

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
２

つ
以

上
の

企
業

　
+
　

一
つ

の
研

究
所

も
し

く
は

教
育

研
究

機
関

イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
で

雇
用

創
出

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

中
小

企
業

、
地

方
公

共
団

体
の

関
与

、
競

争
力

拠
点

に
付

加
価

値
を

つ
け

る
こ

と
、

2
0
1
3
年

以
降

、
国

の
支

援
無

し
に

存
続

で
き

る
こ

と

・
伝

統
的

な
特

産
品

の
存

在
、

・
産

品
と

関
連

し
た

文
化

遺
産

、
・
旅

行
客

受
け

入
れ

施
設

、
・
受

け
容

れ
団

体

-

地
域

の
農

水
産

業
を

中
心

に
産

・
学

・
官

・
研

が
連

携
し

、
新

ビ
ジ

ネ
ス

を
創

出
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

－

主
な

取
組

内
容

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

，
越

国
境

型
の

連
携

，
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

的
投

資
，

L
A

G
の

運
営

・
研

究
開

発
・
人

材
育

成

・
中

小
企

業
支

援
、

地
域

農
業

支
援

、
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
、

高
齢

者
受

け
入

れ
設

備
研

究
開

発
、

人
材

育
成

ツ
ー

リ
ズ

ム
振

興
、

試
（
食

）
飲

会
、

食
育

-

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

の
促

進
支

援
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
支

援
、

施
設

支
援

・
地

域
特

産
物

を
活

用
し

た
加

工
品

の
開

発
・
生

産
・
商

品
化

認 定 方 式

第
2
表

　
海

外
に

お
け

る
農

村
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

フ
ラ

ン
ス

韓
国

概 要 活 動

作
成
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次
産
業
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チ
ー
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Ｅ
Ｕ

Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｒ

事
業

競
争

力
拠

点
農

村
優

良
拠

点
企

業
の

房
味

の
景

勝
地

国
家

食
品

ク
ラ

ス
タ

ー
地

域
戦

略
食

品
事

業
農

産
物

加
工

・
起

業
支

援
事

業

事
後

評
価

・
拠

点
は

３
年

ご
と

に
評

価
し

、
評

価
が

悪
い

も
の

は
認

定
を

解
除

研
究

機
関

及
び

民
間

調
査

会
社

に
よ

る
外

部
評

価
ー

該
当

無
し

-

・
毎

年
当

初
計

画
と

の
評

価
か

ら
支

援
の

継
続

可
否

を
決

定
・
3
年

間
の

支
援

後
、

成
果

に
よ

っ
て

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
支

給

・
毎

年

評
価

基
準

雇
用

数
（
直

接
、

間
接

）
、

地
域

へ
の

経
済

効
果

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
、

協
働

等

・
競

争
力

拠
点

の
公

的
支

援
の

効
率

性
、

各
拠

点
の

活
動

実
績

、
目

標
達

成
度

合
い

雇
用

数
（
直

接
、

間
接

）
、

地
域

へ
の

経
済

効
果

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

起
業

へ
の

効
果

。
水

質
、

生
物

多
様

性
、

景
観

へ
の

効
果

。
地

域
へ

根
づ

き

ー
該

当
無

し
-

・
事

業
に

参
加

し
て

い
る

企
業

の
年

間
売

上
高

（
毎

年
）

・
地

域
の

雇
用

数

・
参

加
企

業
の

売
上

高
（
加

工
品

製
造

・
販

売
に

よ
る

所
得

増
減

）
・
起

業
し

た
企

業
の

売
上

高

支
援

機
関

E
U

、
加

盟
国

政
府

（
関

係
省

庁
）
、

州
政

府
（
関

係
省

庁
）
、

地
方

公
共

団
体

関
係

省
庁

、
科

学
技

術
庁

、
中

小
企

業
支

援
機

構
、

地
方

公
共

団
体

Ｆ
Ｎ

Ｄ
Ｔ

、
関

係
省

庁
、

地
方

公
共

団
体

、
欧

州
委

員
会

等
Ｆ

Ｎ
Ｄ

Ｔ
、

関
係

省
庁

、
地

方
公

共
団

体
、

欧
州

委
員

会
等

地
方

公
共

団
体

、
欧

州
（
リ

ー
ダ

ー
事

業
）

農
林

水
産

食
品

部
、

自
治

体
（
全

羅
北

道
、

益
山

市
）

韓
国

土
地

住
宅

公
社

農
林

水
産

食
品

部
、

国
立

農
産

物
品

質
管

理
院

、
自

治
体

（
市

・
道

）

農
村

振
興

庁
、

自
治

体
地

域
農

業
技

術
セ

ン
タ

ー

支
援

額
(累

計
）

L
e
ad

e
r 

I 
(1

9
9
1
-
9
3
)

4
5
0
百

万
，

2
1
7
 L

A
G

s
L
e
ad

e
r 

II 
(1

9
9
4
-
9
9
)

1
7
億

，
8
2
1
 L

A
G

s
L
e
ad

e
r+

 (
2
0
0
0
-
0
6
)

2
1
億

，
8
9
3
 L

A
G

s
L
E
A

D
E
R

 (
2
0
0
7
-
1
3
)

5
5
億

，
2
,1

5
5
 L

A
G

s
○

○
○

（
単

位
ユ

ー
ロ

）

３
６

億
ユ

ー
ロ

第
１

世
代

　
２

億
3
5
0
0
万

ユ
ー

ロ
第

２
世

代
　

２
億

３
９

０
０

万
ユ

ー
ロ

２
４

０
０

万
ユ

ー
ロ

「
全

国
味

の
景

勝
地

連
合

会
」
に

1
2
万

ユ
ー

ロ
（
メ

ン
バ

ー
の

年
間

分
担

金
5
0
0

ユ
ー

ロ
、

４
省

庁
か

ら
4
万

ユ
ー

ロ
）

総
額

：
5
,5

3
5
億

ウ
ォ

ン
（
産

業
団

地
造

成
：
3
1
1
9
億

ウ
ォ

ン
企

業
支

援
施

設
：
1
,5

8
8
億

ウ
ォ

ン
企

業
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
8
2
8
億

ウ
ォ

ン

3
,6

5
0
億

ウ
ォ

ン
（
2
0
1
2
年

ま
で

累
計

）
（
１

事
業

団
当

た
り

平
均

２
５

億
ウ

ォ
ン

（
3
年

間
）
）

支
援

内
容

L
e
ad

e
r 

I 
(1

9
9
1
-
9
3
)

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
L
e
ad

e
r 

II 
(1

9
9
4
-
9
9
)

条
件

不
利

地
域

限
定

L
e
ad

e
r+

 (
2
0
0
0
-
0
6
)

農
村

地
域

全
体

に
拡

大
L
E
A

D
E
R

 (
2
0
0
7
-
1
3
)

農
村

振
興

の
機

軸

補
助

率
　

中
小

企
業

　
4
5
％

　
大

企
業

　
　

2
5
％

　
研

究
機

関
　

4
0
％

第
１

世
代

　
6
2
万

ユ
ー

ロ
/
ク

ラ
ス

タ
ー

第
２

世
代

　
８

９
万

ユ
ー

ロ
/
ク

ラ
ス

タ
ー

1
2
6
団

体
(2

0
1
0
年

)、
２

０
万

ユ
ー

ロ
/
ク

ラ
ス

タ
ー

各
地

域
の

味
の

景
勝

地
協

会
は

、
欧

州
農

村
振

興
基

金
や

地
方

公
共

団
体

の
補

助
金

を
活

用
し

、
ツ

ー
リ

ズ
ム

関
連

施
設

や
農

家
民

宿
を

整
備

団
地

に
入

居
す

る
企

業
に

対
す

る
、

投
資

補
助

、
雇

用
補

助
、

教
育

訓
練

補
助

、
勤

労
定

着
補

助
、

物
流

セ
ン

タ
ー

施
設

支
援

、
中

小
企

業
支

援
（
融

資
）

・
人

材
育

成
、

討
論

会
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
、

・
地

域
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

・
管

理
、

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

、
Ｒ

＆
Ｄ

、
広

報
支

援
・
共

同
利

用
施

設
の

設
置

・
運

営
な

ど

・
農

家
に

対
す

る
技

術
の

伝
授

・
教

育
・
起

業
・
経

営
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
・
地

域
の

共
同

加
工

施
設

費
の

補
助

選
定

の
考

え
方

農
村

地
域

に
お

け
る

雇
用

創
出

、
官

民
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
、

連
携

農
業

と
の

関
係

が
深

い
８

つ
の

ク
ラ

ス
タ

ー
（
主

と
し

て
種

子
、

育
種

、
バ

イ
オ

ア
グ

レ
ッ

サ
ー

へ
の

作
物

の
抵

抗
性

、
防

除
方

法
な

ど
の

取
組

み
）

農
村

地
帯

で
の

雇
用

創
出

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
、

官
民

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

。

競
争

力
拠

点
の

６
０

％
以

上
が

こ
の

ク
ラ

ス
タ

ー
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
関

係
に

あ
る

地
域

に
特

徴
的

な
産

品
と

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

結
合

国
家

食
品

ク
ラ

ス
タ

ー
（
１

か
所

の
団

地
の

み
）

優
秀

事
業

団
と

し
て

選
定

さ
れ

た
事

例
事

業
導

入
・
参

加
に

よ
る

成
果

が
高

い
事

業
体

（
優

秀
事

例
）

個
別

事
例

・
L
an

dZ
u
n
ge

（
ラ

ン
ト

ツ
ン

ゲ
）
（
独

バ
イ

エ
ル

ン
州

）
の

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
D

o
rf

la
de

n
（
ド

ル
フ

ラ
ー

デ
ン

）
（
独

バ
イ

エ
ル

ン
州

）
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

シ
ョ

ッ
プ

・
Ｐ

Ａ
Ｓ

Ｓ
（
南

仏
の

香
水

・
香

料
ク

ラ
ス

タ
ー

）
・
Ｖ

ＩＴ
Ａ

Ｇ
Ｏ

Ｒ
Ａ

（
ブ

ル
ゴ

ー
ニ

ュ
の

味
、

栄
養

、
健

康
ク

ラ
ス

タ
ー

）

オ
ー

ジ
ュ

地
方

「
牛

乳
・
牛

肉
・
リ

ン
ゴ

：
選

り
ス

グ
リ

の
ペ

イ
ド

ー
ジ

ュ
」

N
u
tr

av
it
a（

サ
プ

リ
メ

ン
ト

）
、

「
ア

グ
ロ

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

と
持

続
的

成
長

」
（
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

）
、

地
中

海
ヴ

ァ
ー

ル
県

花
卉

（
切

り
花

）

・
オ

ー
ブ

ラ
ッ

ク
の

闘
牛

・
ニ

ヨ
ン

の
オ

リ
ー

ブ
オ

イ
ル

・
国

家
食

品
ク

ラ
ス

タ
ー

・
永

同
ぶ

ど
う

ク
ラ

ス
タ

ー
・
井

邑
還

元
循

環
ク

ラ
ス

タ
ー

・
牙

山
親

環
境

ク
ラ

ス
タ

ー

・
京

畿
道

利
川

市
の

ギ
ル

ギ
ョ

ン
農

園
（
キ

キ
ョ

ウ
の

加
工

）
・
京

幾
道

南
陽

州
市

グ
ア

ム
モ

コ
ジ

ト
（
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

）
・
ハ

ム
ヤ

ン
郡

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

（
共

同
加

工
セ

ン
タ

）

評 価 支 援 事 例

第
2
表

（
続

き
）
　

海
外

に
お

け
る

農
村

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
フ

ラ
ン

ス
韓

国
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